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=
二
頁

本
邦
最
初
の

『
三
国
演
義
』
の
翻
訳

『
為
人
紗
』

に
就

い
て

徳

田

武

日
本
人
に
よ
る

『
三
国
演
義
』

へ
の
関
連
の
最
も
早
い
例
は
、
慶
長
九
年

(
=
ハ
〇
四
)
ま
で
の
林
羅
山
の
既
読
の
書

の
目
録

(『羅
山

林
先
生
集
』
付
録
巻

一
)
に

『
通
俗
演
義
三
国
志
』
が
見
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
、
寛
永
二
十
年

(
一
六
四
三
)

に
没
し
た
天
海
僧

正
の
蔵
書
中
に

『新
銭
全
像
大
字
通
俗
演
義
三
国
志
伝
』
(明
、
福
建
、
劉
龍

田
喬
山
堂
刊
本
)
と

『李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
(明
刊

マ
マ

(注

1

)

本
)
が
存
し
、
ま
た
そ
の
蔵
書
目
録

『
日
光
山
文
庫
書
籍
目
録
』
に

『
三
国
志
演
記
』
が
見
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
演
義
小
説
と
は
い
え
,

文
言
を
基
調
と
し
て
白
話
を
用
い
る
こ
と
が
比
較
的
少
い
『
三
国
演
義
』
は
、
唐
話
学
が
興
隆
す
る
以
前
の
近
世
初
頭
か
ら
邦
人
に
読
ま
れ
、

関
心
を
持
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
最
初
の
翻
訳
は
、
羅
山
の
閲
読
か
ら
約
八
十
年
後
の
元
禄

二
年

(
一
六
八
九
)
か
ら
五

年
に
か
け
て
、
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
た

『通
俗
三
国
志
』
(文
山
訳
。
京
都
、
吉
田
三
郎
兵
衛
刊
)
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
、

(
2
)

い

じ
ん
し
ょ
う

と
い
う
の
が
通
説
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
江
藤
樹
が
著
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

『為
人
紗

』
(寛
文
二
年
、

一
六
六

二
、
河
野
道
清
刊
)

の
内

に

『
三
国
演
義
』
の
話
を
翻
訳
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
、
数
年
前
に
見
出
し
た
。

こ
れ
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
部
分
訳
で
は
あ
る

一
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が

、

邦

人

に
よ

る

『
三

国
演

義
』

の
最

も

早

い
翻

訳

(
只
今

の

と

こ
ろ

)
、

告

し

、

且

つ
、

翻

訳

上

の
問

題

点

の
幾

つ
か

を
述

べ

て

み

よ
う

。

と

い
う

意
義

を

担

う

も

の

に
な

る
。

よ

っ
て

、

二

こ
の
こ
と
を
報

二

 

『為
人
㊤
』
巻
第
五
の
第
七

「賊
臣
董
卓
之
弁
」
は
、
そ
の
他
の
各
章
と
同
じ
く
、
「昔
、
智
ア
ル
人
ノ
謂
ル
ハ
」
と

い
う
定
ま

っ
た
書
き

出
し
で
始
ま
る
が
、
以
下
、
翻
刻
本
で
十
八
頁
に
亘
る
内
容
は
、

漢

の
献
帝
の
御
宇
、
董
卓
が
絶
大
な
権
勢
を
持
ち
、

二
十
五
万
人
の
人
夫
を
媚
鳩
に
や

っ
て
大
家
を
造
り
、

二
十
年

の
糧
食
を
備

え
、
十

五
歳
か
ら
二
十
歳
の
美
女
八
百
人
を
召
し
か
か
え
た
。
そ
し
て
、
諸
国
の
降
参
の
士
数
百
人
や
司
空
張
温
を
惨
殺
し
た
の
で
、
司
徒
王
允

は
自
邸
の
後
園
の
款
冬
花
の
側
ら
で
こ
れ
を
憂
え
て
い
る
と
、
歌
舞
の
美
人
　
蝉

(原
文
作
押
)
が
心
配
し
て
声
を
か
け
る
。
王
允
は
　

蝉

に

「連
環
ノ
計
」
を
実
行
す
る
よ
う
教
唆
す
る
が
、
そ
れ
は
、
董
卓
と
そ
の

「
義
児
」
呂
布
が
酒
肉
に
溺
れ
て
い
る
の
を
利
用
し
、
　

蝉
を
先
に
呂
布
に
嫁
せ
し
め
、
後
に
董
卓
に
献
与
し
て
、
呂
布
を
怒
ら
し
て
董
卓
を
殺
さ
せ
よ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
翌
日
、
王
允

は
呂
布
を
招
い
て
　
蝉
を
引
き
合
わ
し
、
す

っ
か
り
そ
の
容
色
に
と
ら
か
さ
れ
た
呂
布
に
こ
れ
を
献
ず
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
そ
の
後
、

王
允
は
蓋
車
を
自
邸
に
招
待
し
、
帝
位
に
即
く
こ
と
を
そ
そ
の
か
し
、
　
蝉
を
し
て
歌
舞
せ
し
め
、
こ
れ
を
董
卓
に
献
上
し
た
の
で
、
董

卓
は
　
蝉
と
同
車
し
て
自
邸
に
帰
る
。
呂
布
が
こ
れ
を
知

っ
て
怒
る
と
、
王
允
は
、
董
卓
は
呂
布
の
婚
姻
を
援
助
す
べ
く
　
蝉
を
伴

っ
た

の
だ
と
弁
解
し
て
、
ひ
と
ま
ず
呂
布
の
怒
り
を
解
く
。
翌
日
、
呂
布
は
董
卓
が
彼
女
を
幸
し
た
こ
と
を
董
卓
の
侍
女
か
ら
聞
き
、
　
蝉
の

様
子
を
窺
う
と
、
彼
女
は
い
と
も
憂
愁
を
含
ん
だ
風
情
を
示
す
。
呂
布
は
家
に
戻
る
が
、
そ
の
妻
は
彼
の
顔
色
が
悪

い
の
を
見
て
訳
を
問

い
、
呂
布
は
さ
ら
ぬ
体
を
装
う
。
董
卓
が
病
む
と
、
　
蝉
は
献
身
的
に
看
護
し
、

一
方
で
は
呂
布
に
対
し
て
辛
苦
に
耐
え
ら
れ
ぬ
面
も
ち



を
見
せ
る
。
董
卓
は
呂
布
の
鋸
蝉
に
挑
む
様
子
に
気
づ
い
て
、
呂
布
を
叱
る
と
、
呂
布
は
恨
み
を
抱
く
。
李
儒
が
董
卓
に
対
し
て
呂
布
を

取

り
な
す
の
で
、
董
卓
は
呂
布
に
黄
金
十
斤
と
錦
二
十
匹
を
与
え
、
呂
布
も
機
嫌
を
直
す
。
あ
る
日
、
呂
布
は
、
董
卓
が
献
帝
と
語
る
隙

を
見
て
、
壷
草
の
邸
に
来
た
り
、
鳳
儀
亭
に
て
紹
蝉
と
口
舌
を
交
わ
す
が
、
そ
こ
に
董
卓
が
戻
り
来

っ
て

一
喝
し
た
の
で
、
呂
布
は
逃
げ

出
す
。
李
儒
は
再
度
、
董
卓
に
対
し
て
楚
の
荘
王
の
絶
櫻
会
の
故
事
を
持
ち
出
し
て
、
そ
の
怒
り
を
鎮
め
る
。
貌
蝉
は
　
蝉
で
、
呂
布
が

無

礼
だ
と
董
卓
に
嘆
き
、
董
卓
は
　
蝉
を
媚
鳩
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
、
李
儒
の
諌
言
を
も
聴
き
入
れ
ず
に
、
彼
女
を
絹
鳴
に
送
り

出
す
。
　
蝉
は
偽

っ
て
車
上
に
お
い
て
悲
泣
し
、
呂
布
は
こ
れ
を
望
ん
で
恨
然
と
す
る
。
王
允
は
呂
布
に
対
し
て
董
卓
の
非
道
を
た
き

つ

け
、
董
卓
を
伐
つ
こ
と
を
提
案
、
こ
の
密
謀
に
士
孫
瑞

・
黄
碗
も
加

っ
て
、
李
粛
を
媚
鳩
の
壷
草
の
も
と
に
派
遣
し
、
献
帝
が
董
卓
に
譲

位
す
る
と
欺
い
て
、
董
卓
を
都
に
戻
ら
せ
る
。
蓋
車
が
神
位
の
儀
式
の
た
め
に
登
城
す
る
と
、
王
允
は
伏
兵
と
呂
布
を
し
て
蓋
車
を
伐
た

せ

る
。

(3
)

と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
話
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
、
す
ぐ
に

『
三
国
演
義
』
第
八
回

「
司
徒
王
允
説
　
蝉

鳳
儀
亭
布
戯
　
蝉
」
か
ら
第

も
の
が
た
り

九
回

「王
允
授
計
謀
董
卓

李
催
郭
氾
籏
長
安
」
に
亘
る
連
環
計
の
故
事

で
あ
る
と
分
る
。

こ
の
連
環
計
故
事
は
、
正
史

『
三
国
志
』
に
は
殆
ど
記
述
さ
れ
て
い
ず
、
元
曲

「連
環
計
」
や
元
の
至
治
年
間
刊

『全
相
三
国
志
平
話
』

巻
之

上

「
王
允
献
董
卓
　
蝉
」
「
呂
布
刺
董
卓
」
の
話
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
研
究
者
に
は
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

元
曲

「
連
環
計
」
と

『全
相
三
国
志
平
話
』

の
話
と
は
、
右
に
紹
介
し
た
話
と
は
大
き
く
異
な
る
し
、
『
為
人
⑨
』

の
著
者
が
こ
れ
ら
の
稀

親
書

(当
時
に
お
い
て
)
を
目
賭
し
て
い
た
と
も
思
え
な
い
。
そ
う
と
す
る
と
、
『為
人
紗
』
の
著
者
は

『
三
国
演
義
』
か
ら
右
の
話
を
取

り
来

っ
た
の
で
あ
る
。

本
邦
最
初

の

『
三
国
演
義
』
の
翻
訳
1

『
為
人
鋤
』
に
就

い
て
ー

三
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・

『為

人
紗
』
の
翻
訳
ぶ
り
が
如
何
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
を
窺
う
べ
く
、
連
環
計
故
事
の
内
で
も
と
り
わ
け
面
白

い
鳳
儀
亭
の
場
面
に

就
い
て
、
『手
車
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
の
本
文
と
対
照
さ
せ
て
み
よ
う
。

一
番
下
に
参
考
と
し
て

『
通
俗
三
国
志
』

の
訳
文
を
添
え
る
。

手
車
吾
先
生
批
評

三
国
志

是

日
布
引
卓
来
到
内
門
階
、
暑
住
少
時
、
見
卓
与

獣
帯
共
談
、
呂
布
慌
捷
戦
、
出
内
門
、
上
馬
遥
投

相
府
来
、
繋
馬
干
道
傍
、
提
戟
入
後
堂
、
尋
覚
　

蝉
。
　
蝉
見
布
尋
覚
、
慌
忙
出

日
、
汝
可
去
後
園

中
、
鳳
儀

亭

辺
等
我
、
我

使
来
。
布

提
戟

運
往

、

立
干
亭
下
曲
欄
之
傍
。
良
久
見
紹
蝉
、
分
花
払
柳

而
来
、
果
然
如
月
宮
仙
子
、
泣
与
布
目
、
我
難
非

王
司
徒
親
生
之
女
、
待
之
若
神
珠
玉
穎
、
一
見
将
軍
、

大
人
肯
許
、
妾
已
平
生
願
足
、
誰
想
太
師
、
起
不

仁
之
心
、
将
妾
淫
汚
、
恨

不
得
死
耳
。
今

幸
将
軍

至
此

、
妾

表
誠

心
、
此

身

已
汚
、

不
得
後

事
英

雄
、
　
死
子
君
前
、
以
絶
君
念
。

言
畢
、

手
撃
曲

欄
、
望
荷
花
池
使
跳
。

呂
布

慌
忙
抱

住
、

泣
目
、

我
知
汝
心
久
　
、
恨
不
能
勾
共
語
。
　
蝉
手
祉
布

目
、
妾

今

生
不
能

勾
与

君
為

妻
、

願
相
期

干
後

世
。

布
目
、
我
今
生

不
能
勾

以
汝
為
妻
、
非
世
之

為

人

㊤

或
時
、
呂
布

ハ
、
董
車
力
心

ヲ
ナ
グ
サ
メ

ソ
其

為

イ
サ
ナ

ニ
、

ヤ

や

侶

ヒ

テ
、
禁

門

ノ
階

二
行

タ

リ

シ

ニ
、

マ

ミ

思

ノ

外

二
、

献

帝

二
見

工
奉

テ

、

共

二
話

ル

ヲ

、

遥

二
見

テ
、

呂

布

ハ
、

ヨ

ロ

コ
ビ
急

キ

出

テ
、

馬

Φ
ヨ
「
一

方
エ
・

二
乗

、

径

チ

二
相
府

二
級

テ
、

馬

ヲ

バ

門
外

ニ

ツ

ビ
ワ
サ
ゲ

ナ

ギ

置

、
戟

ヲ
提

テ
、

後

堂

二
人

リ
、

　

押

ニ

マ

ミ

エ

ソ
、

ト

、

足

ハ
ヤ

ニ
来

ル

ヲ
見

テ
、

　

押
、

ヤ

カ

テ

、

サ

ト

リ

ツ

ツ
、
先

、

後

園

ノ
鳳

儀

亭

ニ

ネ
ソ
コ
ロ

行

タ

マ

へ
、

我

モ
参

り

テ
見

エ

ン
、

ト
、

懇

二
告

サ
キ
ダ

ケ
レ
バ
、
呂
布

ハ
、
先
チ
行
去

テ
、
欄
干
ノ
労

二
、

今

や
遅
シ
、

ト
、
.
待

タ
リ
ケ
リ
。
暫

ク
有

テ
、
　

押

ハ
、
玉
ノ
理
路
首

二
飾
リ
、
妙
ナ

ル
衣
装
身

二

纏

ヒ
、

花

二
倍

ヒ
、
柳

二
随

テ
、

サ
モ
青
陽

ナ
ル

　

ヤ
ム

粧

ハ
、
恰

モ
月
宮

ノ
仙

子
ノ
如

シ
。
稽
既

二
歩

ミ

ヨ
リ
、
流
ル
ル
涙

ヲ
ヲ
サ

ヘ
ツ
ツ
呂
布

二
向
ヒ
テ
、

ム
ス
メ

云
ケ
ル

ハ
、
我

ハ
是
、
司
徒

王
允
が
真

ノ
女

ニ
ハ

通
俗

三
国
志

ア
ル
日
壷
草
朝

二
出
テ
、

天
子
ト
政

ヲ
論

ジ
ケ
レ

パ
、

呂
布

ハ
常

ノ
如

ク
戟

ヲ
執

テ
内

門

二
立
チ
、

ヨ
キ
隙
ナ
リ
ト
思

フ
テ
、

只

一
人
馬

二
乗

テ
相
府

二
回
リ
、
戟

ヲ
持

ナ
ガ
ラ
後

堂

へ
入
テ
、

　
蝉

二

選

ン
ト
尋
ネ
ケ
レ
バ
、
紹
蝉

モ
内

ヨ
リ
走

り
出

テ
、

将
軍

園

二
行

イ
テ
鳳
儀
亭

ニ
テ
待

玉
へ
、
我

モ
跡

ヨ
リ
参

ラ

ン
ト
云
フ
。
呂
布
大

イ

ニ
喜
ビ
、
急
ギ

ヨ

ツ

後
園

二
出

テ
、
鳳
儀
亭

ノ
曲
欄

二
罪

リ
、
戟

ヲ
杖

イ
テ
待

チ
ケ
ル
所

二
、
暫

ア
リ
テ
　
蝉
、
花

ヲ
分

ケ
、
柳

ヲ
払

テ
出
来

レ
リ
。
其
粧

ヘ
ル
姿

ハ
、
画

二
審

ト
モ
筆

モ
及
ビ
難

ク
、
月
宮

ノ
仙
子
、
化

シ

テ
此

土

二
乗

ル
カ
ト
怪

マ
ル
。
　
蝋
涙

ヲ
流

シ
テ

申

シ
ケ
ル

ハ
、
我
王
司
徒

ノ
為

二

八
、
実

ノ
女

ニ

チ

ハ
候

ハ
ネ
ド

モ
、
幼

ヨ
リ
恩
愛

ノ
深
キ

コ
ト
、

骨
肉

二
過

タ
リ
、
天
下
英
雄

ノ
士
ヲ
択

ン
デ
、
嫁

シ
メ
ン
ト
云
玉
ヒ
シ
ニ
、

一
度
将
軍

二
見

エ
テ
平
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英
雄
也。

貌
蝉
日、

妾
度
日

如
年、

　
君
憐
欄
而

ア

ラ
ザ
レ
ド
モ、

幼
年
ヨ

リ
愛
ス
ル
事、

真
珠
玉

生
ノ
願
ヒ
足
レ

リ
ト
思
フ
所
二
、

案
ノ
外
二

董
太

救
之。

布
目
、

我
在
内
庭
倫
空
而
来、

恐
老
賊
見

穎
ノ
如
ク

ナ
リ
。

サ
レ
バ
、

一

タ
ビ
将
軍
二

見
工

師
不
仁
ノ
心
ヲ
起
シ
テ、

妾
ヲ
奪
ヒ

玉
ヘ

リ、

妾

疑、

必
当
速
去。

提
戟
転
身。

紹
蝉
牽
其
衣
日、

テ、

今
マ

テ

相

馴
マ

イ

ラ
セ

パ
、

カ

ホ

ト
ニ
、

物

明
暮
将
軍
ヲ
思
ヒ
沈
ト
云
ヘ

ド
モ、

ソ
ノ
志
ヲ
知

君
如
此
耀
伯
老
賊、

妾
身
魚
見
天
日

之
期
也。

布

ハ

思
ハ

ジ

ヲ、

誰
力

想
ハ

ン、

太

師、

忽、

不

仁

ラ
シ
ム
ル
コ

ト
能
ハ

ズ、

今
幸
二

逢
フ
コ

ト
ヲ
得

立
往

日、

容
我

思
付
一

計、

共

弥
団
円
。

　

蝉

ノ
心
ヲ

起
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ、

禽
獣
二

近
キ
フ
ル
マ

タ

リ、

此

ノ

身

既
二

汚
レ

タ
レ
.ハ

、

再

ビ

英

雄
二

日、

妾
在
深
閨、

闇
将
軍
之
名
如
轟
雷
灌
耳、

以為当世一人而已、誰想反受他人之制乎。言託浜下如雨。両箇偶々筒々、不忍相離。

ヒ
ニ
、

妾
身
既
二

汚
サ
レ
タ
リ。

女
心
ノ
バ

カ
ナサハ、今マデ、命ナガラヘテ、将軍ニマミ

ハ
ヂ

エ

奉
ル

事、

差
ヲ

忍
二

所
ナ
シ、

将
軍
ハ
、

初
ヨリ、③誠ヲ尽ス志、妾ハ汚レシ身ノ風情、何

事
フ
ル
コ

ト
ヲ
得
ズ、

今
コ

ノ
所
二

死
シ
テ
妾
ガ

オ
モ
ヒ

心
ヲ
モ
知
ラ
セ

奉
リ、

将
軍
ノ
念
ヲ
モ
絶
ペ

シ
トテ、前ナル蓮池二身ヲ投ソトス。呂布急二抱キ止メ、涙二咽デ申シケルハ、我ヨク汝

ノ
面
目
ア
ッ
テ、

英
雄
二

事
へ

奉
ラ
ン
ヤ。

偏
二
、将軍ノ前ニテ死シ、君が念ヒヲ断ベシ、ト

ヨ
チノ

ホ

テ、

欄

干
二

撃
上

り、

蓮
ノ

池
二

臨
ツ
x
、

既
二
、

身
ヲ
投
ソ
、

ト
シ

タ
リ
シ
ヲ、

呂布

ハ
、

慌一

綱

ガ
誠
ノ
心
ヲ
知
ル、

恨
ム
ラ
ク
ハ
、

夫
婦
ノ
縁
浅

力
力

ア
フ

ウ
シ
テ
浩
ル
禍
二

罹
コ

ト
ヲ。

　
蝉、

又、

呂
布が手ヲ執テ日、妾今生ニチハ、将軍ノ妻トナルコト能ハズ、願クハ後世ノ契ヲ結バソ

ートメ、

ヤ
ウ

く
ニ

イ
タ
ハ

リ
テ、

涙
ヲ

流
シ
云

ト

テ、

又、

池
二

飛
バ

ソ

ト

ス。

呂

布

推

止

メ、

ケ
ル
ハ
、

吾、

素
リ、

汝
が
心
ヲ
シ
ル

事
久
シ、

タダ恨ラクハ、一日片時モ、共に語ルノ期ナ

我
モ
シ

今生

ニ

テ
汝
ヲ

妻
ト
セ

ズ
ン
バ
、

豊
世
ノ

ツ
ヒ

英
雄
ト
云
フ
ニ

足
ラ
ソ
ヤ、

必
ズ
了
ニ
ハ

志
ヲ
遂

キ

事

ヲ。

招

魂、

聞

テ、

サ

レ
バ
、

初
ヨ

リ

今
マ

ヨ
ノ
ツ
ネ

デ
モ、

将軍

ニ
ソ
ヒ
マ

イ
ラ
セ
バ
、

妾が

身、

尋常

グ
ベ

シ
ト
云
ピ
ケ
レ
バ
、

　
蝉
が
日
ク、

妾
コ

ノ処二在ッテ、一日モ一年ヲ送ルが如シ、将

ノ
願、

何
事
力

足
ニ
マ

サ
ラ
ン
。

カ
ナ
シ
キ
カ
ナ

軍欄

ン
デ

救
ヒ
玉
へ
。

呂布

が
日、

ワ
レ
老
賊
二

ヤ、

今
生
ニ

チ
ハ
、

君
が

妻
ト
ナ
ル

事

叶
フ
マジ。タダ願クハ、後世ヲ契ラント、⑤遠キ妹

従
ッ

テ

朝
二

出
デ、

ヒ
ソ
カ
ニ

隙
ヲ
伺
ヒ
テ
此
ニ

モ
シ

来
レ
リ、

若

尋
ヌ
ル
コ

ト
モ
有
ラ
ン、

先
回
ラ
ン

背

ヲ

告

ケ
レ

ハ
、

呂

布
ガ、

日、

我

今

生
ニ

テ、

ト
テ

出
デ
ケ
レ
バ、

　
蝉
袖
ヲ
捜止

テ
申
シ
ケ
ル

汝
ヲ
得
テ、

妻
ノ
契
り
ヲ

ナ
サ
ズ
ン
パ、

再
ビ、

ハ
、

将
軍左

程
二

老
賊
ヲ
伯
レ
玉
フ
ナ
ラ
バ
、

妾

世
ノ
英
雄
ト
ナ
ル
ペ

カ

ラ
ズ、

ト、

堅
キ

誓
ヲ

ナ

イ
ツ
カ
心
ヲ

安
ソ
ズ
ベ

キ。

呂

布立

住
テ
日、

ワ

本
邦
最
初
の

『三
国
演
義
』
の
翻
訳
1

『為
人
鋤
』
に
就
い
て
ー

五
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シ
ケ
レ
バ
、

貌押

、

聞
テ、

妾
が
身、

深
窓
二

在

メ
グ
ラ

レ
計
コ

ト
ヲ
連
シ
テ、

心
安
ク
汝
ト
契
ラ
ン。

紹

ナ

ガ

ラ、

心

ノ

愁

絶
ザ

レ
バ
、

日

ヲ

度

ル
コ

ト、

蝉
が
日、

妾
深
キ
閨
ノ
中
二

在
リ
テ
モ、

将
軍
ノ

年
ノ

如
シ、

願
ハ
、

君
是
ヲ
憐
デ

救
タ
マ
へ
、

ト

名
ヲ
聞
イ
テ、

世
二

双
ナ
キ
英
雄
ト
思
ヒ
シ
ニ
、

告
ケ

レ
バ
、

呂

布
ガ、

日、

我、

此

日、

董

卓

ヲ伴ヒテ、禁庭二在ケレドモ、アマリニ、心

)

ノ

ア
コ

ガ

レ

テ、
ー閑

ヲ

倫

テ、

髪
二

来

レ

リ、

遅ク販リテ、董卓二疑ハレテハ、⑦　押二、逢

今
何
ト
テ
人
ノ
下
二

立
玉
フ
ゾ
ト
テ、

涙
ヲ
流
ス

ウ
カ

コ

ト
泉
ノ
如
ク
ナ
レ
バ
、

呂
布
心
空
二

涯
レ

テ、

マ

ロ

手
二

手
ヲ
取
ッ

テ
伏
転
ビ
テ
ゾ
居
タ
リ
ケ
ル
。

瀬
ノ

末

モ、

ア

ダ

浪
ノ、

立

名

モ、

サ

ス

ガ、

オ

ソ
ロ

シ

ケ

レ
バ
、

先、

ス

ミ

ヤ

カ
ニ

販

ル
ペ

シ。ゲニく　郷、聞テ、実々、将軍ノ太師ヲ恐レタマ

チ
ギ
リ

コ
ヒ
グ
サ

フ
ハ
、

コ

ト
ハ

リ

也、

深

キ

盟

ヲ

恋

章

ノ、

ハ

ヤ

顕

レ

テ、

カ

ク

ゾ

ト

モ、

見付

ラ

レ

テ
ハ
、

詮

モ

ナ

シ。

ハ

ヤ

く

カ
ヘ

リ

給
へ
、

ト、

云

フ。

呂

布
ガ、

日、

外
ノ
人
目
二

陣
リ
テ、

心
ノ
関
ノ
隙

モ
ナ
シ、

何
レ
ノ

時ゾ

、

計
ヲ
企
テ、

汝
ト
比
翼

ヲ

契
ル
ベ

シ
。

　狸

力、

日、

誠
二
、

呂

将

軍

ノ

名
聞
ハ
、

雷
鳴
ヨ

リ
モ
甚
シ、

然
ハ
、

当
世
ノ
英

雄
、

一

身

ノ

上

二

留

メ

タ

リ、

ト、

云

モ

果

ヌ

二
、

流

ル

s

涙

雨

ノ

如

シ
。

五
二
、

口

説

恨

ア

ヒ、

別

ル
ふ

福
二
、

時

ヲ

移

ス。

右
の
比
較
に
よ

っ
て
、
『
為
人
抄
』
「賊
臣
壷
草
之
弁
」
が

『三
国
演
義
』
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
大
方

に
納
得
さ
れ
た
と
思

う
が
、

そ
れ
で
は
訳
者
が

『
三
国
演
義
』
の
ど
の
よ
う
な
版
本
に
拠

っ
て
翻
訳
し
た
の
か
、
と
い
う
と
、
早
急
に
は
回
答
で
き
な
い
。
巷
間



に
流
布
し
て
い
る
毛
宗
闘

(毛
声
山
の
子
)
批
評
の
第

一
才
子
書
本
が
我
が
国
に
渡
来
し
た
最
初
の
記
録
は
、
元
文
元
年

(
一
七
三
六
)
の

(5

)

『舶
載
書
目
』
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
訳
者
の
拠

っ
た
版
本
は
、
勿
論
、
そ
れ
よ
り
前
に
刊
行
さ
れ
た
明
版
で
あ
る
。

し
か
し
、

一
概
に
明

版
と

い
っ
て
も
、
孫
楷
第
の

『
中
国
通
俗
小
説
書
目
』
に
は
二
十
余
点
も
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
早
急
に
は
目
賭
し
得
ぬ
も
の
も
多
い
の
で
、

直
ち

に
所
拠
の
版
本
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
所
拠
の
版
本
を
定
め
る
た
め
の
手
掛
り
は
存
す
る
。
即
ち
、
『為
人
鋤
』
の
、

　
蝉
が
初
め
て
董
卓
に
引
き
あ
わ
さ
れ
る
場
面
で
、
　
蝉
が
唱
う
歌
を
原
文
の
ま
ま
掲
げ
る
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

　

　

　

　

　

一
点
桜
花
啓
二
緯
唇
」
両
行
砕
玉
噴
二
陽
春
」
丁
香
舌
吐
櫨
二
剛
剣
、一
要
所
好
邪
乱
国
臣

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
試
み
に
、
呉
観
明
刊
本

『
手
車
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
を
見
る
と
、
こ
れ
を
、

　

　

　

　

一
点
桜
桃
啓
緯
唇
、
両
行
砕
玉
噴
陽
春
、
丁
香
舌
吐
衡
鋼
剣
、
要
斬
姦
邪
乱
国
臣

に
作

る
。
圏
点
部
分
の
異
同
に
着
目
す
る
と
、
『為
人
鋤
』
の
訳
者
は
呉
観
明
刊
本

『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
を
用
い
た
の
で
は
な
い

よ
う

で
あ
る
。
手
元
に
あ
る
京
都
大
学
蔵

『精
鋼
合
刻
三
国
水
活
全
伝
』
(京
都
大
学
漢
籍
善
本
叢
書
18
)
の
本
文
も

コ

点
」
を

三

埋
」、

き

「櫨
剛
剣
」
を

「衛
剛
剣
」
に
作

っ
て
い
て
、
異
同
が
存
し
、
所
拠
本
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

(た
だ
し
、
「
要
所
」

(研
ラ
ン
ト
要
ス
)

の
二
字
は
同

一
で
あ
る
)。

ス
ペ
イ
ン
の
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
蔵
の

『新
刊
按
鑑
漢
譜
三
国
志
伝
給
桑
足
本
大
全
』

を
影
印
し
た

『
三
国

志
通
俗
演
義
史
伝
』
(井
上
泰
山
編
。
関
西
大
学
出
版
部
)
も
、
問
題
部
分
の
字
を

「
桃
」
「衝
剛
」
「斬
」
に
作

っ
て
い
て
へ
異
同
が
あ
り
、

所
拠

本
と
は
い
え
な
い
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
対
校
作
業
に
よ

っ
て
、
右
詩
の
本
文
が

一
致
す
る
版
本
を
求
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
が
、

今
、

右
以
外
の
版
本
に
就

い
て
の
対
校
の
機
会
を
得
な
い
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。

(付
記
参
照
)

こ
こ
で
、
翻
訳
の
様
相
を
述
べ
る
段
階
と
な

っ
た
が
、
第

一
に
、
右
の

「
要
所
」
に
何
の
訓
点
を
も
施
さ
な
か

っ
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
如

く
、
『為
人
⑳
』
の
訳
文
に
は
、
間
ま
誤
り
や
誤
訳
が
存
す
る
。
傍
線
部
①

「
径
」
を

「
コ
ミ
チ
」
と
訓
じ
て
用
い
て
い
る
が
、
ど
う
し
て

た
だ
ち

「遥
投
相
府
来
」
と
い
う
原
文
を
訳
す
る
の
に
、

こ
の
字
を
用
い
る
の
か
が
分
ら
な
い
。
「
運

チ
ニ
」
を
誤

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
傍
線

本
邦
最
初
の

『三
国
演
義
』
の
翻
訳
1

『為
人
⑳
』
に
就
い
て
ー

七
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八

部
③

も

「誠
ヲ
尽
ス
」
主
語
を

「将
軍
」
と
し
て
い
る
が
、
原
文
で
は

「妾
」
、
　
蝉
が
主
語
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
具
合
に
で
あ
る
。

第

二
に
、
さ
れ
ば
と
い
っ
て
、
『為
人
紗
』
訳
は
、
原
文

の
俗
語
的
表
現

(白
話
)
が
表
わ
す
意
味
や
気
分
を
解
し
得
て
い
な
い
の
で
は

な
い
。
傍
線
部
④
の

「抱
ト
メ
」
は
、
原
文

「抱
住
」
の

「住
」
の
働
き
、
即
ち
、
動
詞
の
後
に
付
い
て
動
作
の
固
定
を
表
わ
す
、
と
い
う

か
ん

ぬ
す
み

働
き
を
押
え
た
訳
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
傍
線
部
⑥

「閑
ヲ
倫
テ
」
も
、
「倫
空
」
の
意
味
を
的
確
に
訳
し
得
て
い
る
。

第

三
に
、
『為
人
紗
』
訳
は
、
女
性
の
容
姿
の
描
写
や
情
緒
的
な
場
面
に
お
い
て
、
原
文
に
無

い
文
飾
を
加
え
る
傾
向
が
あ
る
。
傍
線
部

た
つ

②
が

そ
れ
で
あ
る
。
傍
線
部
⑤

「遠
キ
妹
背
ヲ
告
ケ
レ
バ
」
や
、
傍
線
部
⑦

「　
蝉

二
、
逢
瀬
ノ
末
モ
、
ア
ダ
浪
ノ
、
立
名
モ
」
の
掛
詞
を

用
い
て
上
下
の
句
を
連
繋
す
る
表
現
も
、
そ
れ
に
当
る
。
い
わ
ば
、
訳
文
に
文
芸
性
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
『
為
人
抄
』
に
は
も
う

一
つ

『
三
国
演
義
』
を
翻
訳
し
た
話
が
存
す
る
。
巻
第

一
の
第
廿
五
話

「孔
明
之
智
謀
至
高
之
弁
」
で
あ
る
。
そ

れ
は
先
ず
、
蜀
の
先
主
劉
備
が
死
に
臨
ん
で
孔
明
に
後
事
を
託
す
る
話
を
、
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』

で
は
第
八
十
五
回

「白
帝
城
先

主
託
孤
」
に
拠

っ
て
訳
す
。
た
だ
し
、
趙
雲

へ
の
遺
言
の
部
分
な
ど
は
省
略
す
る
。
つ
い
で
、
飛
ん
で
第
八
十
七
回

「
孔
明
興
兵
征
孟
獲
」

の
話

を
右

の
話
に
接
続
さ
せ
て
冒
頭
部
分
か
ら
訳
し
て
行
き
、
同
回
の
ほ
ぼ
半
ば
、
高
定
が
朱
褒
の
首
級
を
孔
明
に
献
上
す
る
所
ま
で
訳

す
。
翻
刻
本
で
は
八
頁
に
亘
る
分
量
で
あ
る
。

そ
れ
が
正
史

『三
国
志
』
や

『
資
治
通
鑑
』
等
の
史
書
に
拠

っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
中
に
関
羽
の
第
三
子
と
い
わ
れ
る
関
索
の
話
を

含
ん

で
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
す
ぐ
に
分
る
。
関
索
説
話
は
、
小
川
環
樹
氏
が
、
そ
の
存
在
の
有
無
や
説
話
形
態
の
異
同
に
着
目
す
る
こ
と

(
6
∨

に
よ

っ
て

『三
国
演
義
』
の
版
本
の
系
統
を
分
類
し
て
以
来
、
中
国
俗
文
学
研
究
者
の
間
で
は
話
題
に
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
関
索
は
史
書



に
は
見
え
ず
、
従

っ
て
関
索
説
話
は

『
三
国
演
義
』
に
し
か
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
一
九
六
七
年
、
大
陸
で
発

見
さ
れ
た

『
成
化
本

説
唱
詞
話
』

一
九
七
三
年
、
文
物
出
版
社
刊
の

『
花
関
索
伝
』
は
、
ま
ず
訳
者
の
目
脂
に
は
入
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
今
の
場
合
べ
考
慮

に
加
え
る
必
要
は
な
い
。)

そ

の
関
索
説
話
を

『為
人
紗
』
で
は
如
何
に
訳
し
て
い
る
か
を
窺
う

こ
と
は
、
『為
人
紗
』
が
拠

っ
た
版
本
の
見
当

を
つ
け
る

一
助
と
な

る
。
よ

っ
て
、
前
の
例
と
同
様
、
原
文
、
同
書
訳
、
『通
俗
三
国
志
』
訳
を
対
照
さ
せ
て
引
い
て
み
よ
う
。

李卓

吾
先
生
批
評

三
国
志

為

人

紗

通
俗

三
国
志

忽

有閑

公

館
三
子
関

索、

入
軍
来
見
孔
明
日、

自

忽
チ、

一

少
年
ノ
将
軍
一

騎
打
テ
来
ル
。

是
ヲ

誰

関
羽
が
二

男
関
索
ト
云
フ

者、

馬
ヲ

飛
シ
テ

来
り

因
荊
州
失
陥、

逃
難
在
飽
家
庄
養
病、

毎
要
赴

ト

モ

不
レ

知

処
二
、

孔

明、

喚
入

テ、

相

対
ス
。

見
ユ
。

孔
明
コ

レ
ラ

見
テ

涙
ヲ
流
シ、

荊
州
ノ

破

川、

見先

主

報讐

、

瘡痕

未
合、

不

能起

行、

近

其

時、

名
乗
テ
日
、

某
八

雲
長
が

第
三

番
目

ノ

レ

タ
ル

時、

汝
ス
デ
ニ
、

討
レ
ヌ
ル
ヨ
ト
思
ヒ
シ

目

安
疫、

打
探得

東
呉讐

人
日
雪、

逞来

西
川
見

子、

関
索
ト
申
者
ナ
リ。

既
二
、

荊
州
ノ
軍
敗
北

二、

今
マ
デ

何
ク
ニ

在
リ
タ
ル
ト

問
ヘ
バ
、

関
索

帝、

恰在

途
中、

通

見征

南
之
兵、

特来

投

見。

ノ
時、

難
ヲ
飽
氏
が
家
中
二

道
レ

テ、

病
気
ヲ
保

申
シ
ケ
ル
ハ
、

荊
州
ノ
破
レ
シ

時、

身
深
手
ヲ

被

孔
明
聞之

、

嵯啄

不
已、

一

面道

人

申報

朝

廷、就令関索、充為前部先鋒、一同征南。大隊人馬、各依隊伍而行、飢食湯飲、夜住跣行、所経之処、秋毫無犯。

養
シ
テ
居
タ
リ
シ
ガ、

或
時、

西
川
二

赴
ソ
ト

シ

マ
ミ
エ

テ、

来
テ、

先
主
劉
備
二

見
テ、

父
ノ
為
二

讐
ヲ

カ
ウ
ブ

イ
マ
タ

報
シ
テ
、

敵
ノ
為
二

疵
ヲ

被
ル
。

其
疵
ノ
痕

未
レ恵、因テ、諸所ノ軍二不レ出合。近日漸平1

リ
シ
カ
バ、

飽
氏
ノ

家
二

隠
レ
テ

病
ヲ

養
ヒ、

先

イ
エ

帝
ノ

呉
ヲ

攻
玉

フ

時
モ
、

金

瘡
イ
マ

ダ

疹
ズ
シテ、打立ツコト能ハズ、今丞相ノ、南蛮ヲ征シ玉フト承りテ、早々二馳来レリ。孔明

愈
ス
。

因
レ

滋
コ

s

二

来

ル。

願

ク
ハ
、

帝
二

見

コ
レ

ラ
聞
イ

テ、

瑳
嘆
シ
テ

已
ズ、

朝
廷
二

奏
聞

工

奉

ラ

ン、

ト、

思

フ
ハ

如

何
二
、

ト、

云

ケ
レ

ヤ
マ

バ
、

孔

明、

是

ヲ

聞

テ、

感

嘆

シ

テ

不
レ

止。

人

シ
テ、

號
テ
先
手
ノ
大
将
ト
シ、

大
軍
ノ

通
ル
トコロ、秋毫モ犯スコト無シ。(「二男」は

ヲ
朝
廷
へ

差遣

シ
テ、

此
旨
ヲ
奏
達
シ、

関
索
ヲ、

コ
ノ
カ
ミ

ス
イ
カ
ウ
シ
目

-

魁

ノ
大
将
軍
二

定
テ、

三

軍

ノ
推
行
所、

秋
毫

『
通
俗
廿
一

史
』

本
の
本
文
に

拠
る
)
。

モ
犯
ス

事
ナ
シ。

本
邦
最
初

の

『
三
国
演
義
』

の
翻

訳
1

『
為
人
紗
』

に
就

い
て

九



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三
四
〇
号

(二
〇
〇

一
・
一
)

一
〇

『為

人
紗
』
の
右
の
文
章
を
見
て
、
そ
れ
が

『
三
国
演
義
』
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
思
う
。
同
時
に
、
そ
の
関
索
説
話
の

内
容
が
、
呉
観
明
刊
本

『李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
の
そ
れ
と
同

一
で
あ
る
こ
と
も
見
当
が

つ
く
で
あ
ろ
う
。
『為

人
紗
』
の
訳
文
は
、

西
川

に
赴
こ
う
と
し
て
劉
備
に
遇
い
、
父
の
た
め
に
仇
を
報
じ
て
負
傷
し
た
、
と
な

っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
誤
訳

で
あ

っ
て
、
『通
俗

ま
み

三
国
志
』

の
如
く
、
先
主
に
見
え
よ
う
と
し
た
が
傷
が
癒
え
な
い
の
で
出
立
で
き
な
か

っ
た
、
と
い
う
よ
う
に
訳
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
呉
観
明
刊
本
と
同

一
内
容
の
関
索
説
話
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
呉
観
明
刊

本
と
同

一
内
容
の
閑
素
説
話
を
備
え
て
い
る

『
三
国
演
義
』
は
、
約
三
十
種
の
明
版
の
内
で
も
、
局
口
校
本

・
夏
坂
宇
本

・
鄭
以
摸
本

・
裏

白
堂

本

.
呉
観
明
本

.
緑
蔭
堂
本

.
黎
光
楼
本

・鍾

伯
数
本
の
八
種
で
あ
る
こ
と
が
、
中
川
諭
氏
著

『『
三
国
志
演
義
』
版
本
の
研
究
』
に

(
7
)

よ

っ
て
分
る
。
こ
の
内
、
呉
観
明
刊
本
は
、
　
蝉
の
唱
う
詩
の
文
言
が

『為
人
⑳
』
の
そ
れ
と
完
全
に
は

一
致
し
な
か

っ
た
こ
と
は
前
述
し

た
が
、
さ
す
れ
ば
、
呉
観
明
刊
本
を
除
く
他
の
七
種
の
版
本
で
、
　
蝉
詩
の
文
言
が
完
全
に

一
致
し
て
い
る
も
の
が

『
為
人
紗
』
訳
者
の
拠

っ
た
版
本
で
あ
る
、
と
い
う
見
通
し
が
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
事
は
さ
よ
う
に
う
ま
く
行
く
か
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。

右

の
問
題
と
並
ん
で
重
要
な
、
も
う

一
箇
の
問
題
は
、
『通
俗
三
国
志
』

の
訳
者
は

『為
人
㊤
』
の
訳
文
を
参
照
し

て
い
た
か
、
と
い
う

こ
と

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
右
の
閑
素
説
話
の
最
後

の
傍
線
部
分
を
、
『
為
人
㊤
』
も

『通
俗
三
国
志
』
も
同

一
の

「
秋
毫
モ
犯
ス
コ
ト
ナ

シ
」
と

い
う
文
で
結
ぶ
。
(こ
の
場
合
、
「
コ
ト
」
や

「
ナ
シ
」
を
漢
字
で
表
記
す
る
か
否
か
、
と
い
う
異
同
は
無
視
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
)

そ
の
部
分
の
原
文
は

三

同
征
南
」
以
下
三
十
字
で
あ

っ
て
、
そ
れ
を

「
秋
毫

モ
犯
ス
コ
ト
無
シ
」
と
だ
け
訳
す
の
は
、
原
文
を
大
き
く
省

略
し
た
訳
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
直
訳
で
あ
れ
ば
似
通
う
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
が
、
原
文
を
大
き
く
省
略
し
た
訳
が

}
致
し
て
い

る
、
と

い
う
こ
と
は
、
単
な
る
偶
然
と
は
思
え
な
い
。
も
う

一
つ
、
連
環
計
故
事
に
遡

っ
て
、
王
允
が
牡
丹
亭
で
　
蝉

を
見
出
す
場
面
の
、

紹
蝉

の
描
写
を
比
較
し
て
み
る
。

(次
頁
表
参
照
)

こ
の
場
合
は
、
『
為
人
紗
』
も

『通
俗
三
国
志
』
も
、
紹
蝉
の
容
姿
を
原
文
と
は
大
き
く
隔

っ
た
表
現
で
描
写
す
る

の
で
あ
る
が
、
両
者



手
車
吾
先
生
批
評

三
国
志

為

人

㊤

通
俗

三
国
志

某
女
自
幼
選
入

充
楽
女。

允
見
其
聡
明、

教
以
歌

イ
ト
キ
ナ

此
女
子、

幼
キ
時
ヨ

リ
選
デ、

楽
女
ノ
中
二

置、

此
ハ

幼
ヨ

リ
選
ン
デ
楽
女
ト
シ
ケ
ル

ガ、

生
レ

付

舞
吹
弾。

一

通
百
達、

九
流
三

教、

無
所
不

知、

聡
明
ナ
ル
ニ

随
テ、

歌
舞
ヲ
教
へ
、

篇
葱
ヲ
授
レ

聡
明
ニ

シ
テ、

心
ザ
マ

ヤ
サ
シ
カ
リ
ケ
ル
ユ
エ
、

顔
色
傾
城、

年
当
十
八
。

バ
、

一

度

通
ジ

テ、

百

ノ

曲
二

至

リ、

且、

九

流

常
二

憐
ソ
デ
我
子
ノ
如
ク
シ、

歌
舞
吹
弾
ヲ
習
ハ

三

教
知
ズ、

ト、

云
所
ナ
シ。

容

見
ハ
、

春
ノ
花ノ粧ヒ、垂柳ノ露ヲ含メルニ、異ナラズ。

シ
ケ
ル
ニ
、

一

通
百
達、

九
流
三

教、

極
メ

ズ
ト

ナ

云
フ
コ

ト
ナ
シ。

天
ノ
生
セ

ル
姿
ハ

露
ヲ
含
メ
ル

毛嫡

西

施
モ、

是
ニ
ハ
、

イ
カ

デ、

マ

サ
ル
ベ

キ。

1
芙蓉

ノ

如
ク、

一

タ
ビ
笑
メ
バ

実
二

国
ヲ
モ
傾
ク

ペ

シ。

の
表
現
は
傍
線
部
分
に
見
る
如
く
似
通

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
原
文
と
は
大
き
く
隔

っ
た
意
訳
部
分
に
同

一
の
文
言
、

似
通

っ
た
表
現
が
幾
つ
か
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
『通
俗
三
国
志
』
の
訳
者
が

『
為
人
紗
』
に

『
三
国
演
義
』
を
翻

訳
し
た
文
章
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
て
お
り
、
自
身
が
訳
出
す
る
に
際
し
て

『
為
人
紗
』
の
訳
文
を
参
照
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
語

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
通
俗

三
国
志
』
の
訳
文
は
、
『為
人
鋤
』

の
そ
れ
よ
り
も
正
確
に
な

っ
て
お
り
、
『
為
人
紗
』
訳
文
の
誤
り
は
踏
襲
し
て
い
な
い
が
、
原
文

が
余
り
に
も
簡
潔
で
、
そ
の
ま
ま
直
訳
し
た
の
で
は
日
本
文
と
し
て
何
か
治
ま
り
が
悪

い
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
『
為
人
鋤
』
の
、
原

文
と
は
大
き
く
隔

っ
た
意
訳
の
し
か
た
を
取
り
入
れ
て
い
る
、
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

五
『
為
人
紗
』
の
翻
訳
は
、
当
時
に
お
い
て
も
さ
ほ
ど
容
易
に
入
手
で
き
る
と
は
思
え
ぬ
明
刊
本

『
三
国
演
義
』
に
就

い
て
、
連
環
計
故
事

本
邦
最
初

の

『
三
国
演
義
』

の
翻
訳
1

『
為
人
紗
』

に
就

い
て
1

一
一



明
治
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号

(
二
〇
〇

一

一
)

一
二

の
如
き
代
表
的
な
面
白
い
部
分
と
、
孔
明
の
智
略
謂
と
い
う
、
い
か
に
も
武
士
が
喜
び
そ
う
な
部
分
と
を
選
び
出
し
て
、
ま
ま
誤
訳
は
あ
る

も
の
の
、
そ
の
内
容
を
大
過
な
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
は
訳
出
し
得
た
も
の
で
あ

っ
た
。
新
渡
の
舶
来
小
説
の
優
秀
性
を
認
め
て
、

膨
大
な
原
作
の
中
の
極
く

一
部
で
は
あ

っ
て
も
、
い
ち
早
く
読
過
し
訳
出
す
る
よ
う
な
先
駆
性
と
学
殖
と
は
、
相
当
な
知
識
人
で
な
け
れ
ば

持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
『通
俗
三
国
志
』
の
よ
う
な
本
格
的
な
訳
業
を
引
き
出
す
刺
戟

の

一
つ
に
な

っ
て

い
る
、
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
『為
人
紗
』
の
翻
訳
は
、
現
在
知
ら
れ
る
限
り
で
は
、
『
三
国
演
義
』
の
本
邦
に
お
け
る
最
初
の
翻
訳

(
一
部

で
は
あ
る
が
)
、
と
い
う
史
的
意
義
を
備
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
史
的
意
義
の
あ
る
仕
事
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
だ
け

の
着
眼
力
と
学
殖
に

支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
を
有
す
る
知
識
人
と
し
て
中
江
藤
樹
並
み
の
人
物
が
撰
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い

て
、
当
時
の
書
籍
目
録
が
『為
人
鋤
』
の
作
者
を
中
江
与
右
衛
門
こ
と
藤
樹
と
し
て
い
る
の
に
は
、
あ
る
程
度
、
蓋
然
性
が
存
す
る
。・
ま
た
、

和
漢

の
故
事
を
俗
解
し
て
教
訓
を
垂
れ
る

『為
人
紗
』
全
編
の
内
容
も
、
藤
樹
の
著
述
ら
し
く
見
え
る
点
が
あ
る
。
だ
が
藤
樹
の
著
述
と
断

ず
る
に
は
注
2
に
述
べ
た
如
き
疑
問
点
も
あ

っ
て
、
こ
の
問
題
は
な
お
後
日
有
力
な
傍
証
が
出
て
く
る
ま
で
課
題
と
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

注(
1
)

林
羅
山

の

『
三
国
演
義
』
閲
読

に

つ
い
て
は
、

中
村
幸
彦
氏

「
唐
話

の
流
行

と
白

話
文
学
書

の
輸
入
」

(
『中

村
幸
彦
著
述
集
』
第

七
巻

三
十

一
頁
)

に
言
及
が
あ
り
、
天
海
蔵
書

に
つ
い
て
は
、
長
沢
規
矩
也
氏

『
日
光
山

「
天
海
蔵
」
主
要
古
書
解
題
』
に
表
記

二
種

の
解
題
が
あ
る
。

(2
)

朝
倉
治
彦
氏
編

『
仮
名
草
子
集
成
』
第

五
巻

『
為
人
⑳
』
解
題
。

『為

人
妙
』

の
中

に
は
著
者
名

を
明
記

し
て

い
な
い
が
、

『新
増
書
籍

目
録
』

(延

宝

三
年
刊
)

以
下
の
書

籍
目
録

に
著
者
名
を

「
中

江
与
右
衛
門
」
と
す

る
。

た
だ
し
、
苦
甜
斎
守
株

に
よ

る
祓

の
年

時
の
万
治

二
年

(
一
六
五
九
)

は
藤

樹

の
没
年
慶
安
元
年

(
一
六

四
八
)
よ
り
も
後

の
も

の
で
あ
り
、
藤
樹

の
著
述
と
速
断
す
る

こ
と
に
は
疑
念
が
抱
か
れ
る
。

(3
)

こ
の
題
目
は
、
暫
く
明

の
呉
観
明
刊
本

『
手
車
吾
先
生
批
評

三
国
志
』

(拙
編

『
対
訳
中

国
歴
史
小
説
選
集
』

4
)

目
録
の
そ
れ
を
用

い
る
。

ち
な
み



に
後

世
に
流
布
し
た
毛
宗
嵩
評
第

一
才

子
書
本

で
は
、
第

八
回
は

「
王
司
徒
巧
使
連
環
計

董
太
師
大
開
風
儀

亭
」

に
、
第
九

回
は

「
除

凶
暴
呂
布
助

司
徒

犯
長
安
李
催
聴
曹
調
」
に
作
る
。

(4
)

元
曲

「
連
環
計
」
と

『
三
国
演
義
』

の
関
係
は
、
狩
野
直
喜
氏

『
支
那
小
説
戯

曲
史
』
第
七
章

「
『
演
義

三
国
志
』

と

『
西
遊
真
詮
』
」

に
述

べ
ら
れ

る
。

ま
た
、
『
全
相
三
国
志
平
話
』
と

『
三
国
演
義
』

と
の
関
係
は
、
鄭
振
舞
氏

「
三
国
志
演
義

的
演
化
」

(
『中

国
文

学
研
究
』

上
冊
、
古
文
書
局
)

に

詳

し
い
。

(5
)

注

(1
)

前
掲
中

村
幸
彦
氏
論
文

三
十

一
頁
。
『
舶
載
書

目
』
は
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
七
と
し
て
影
印
さ
れ
て

い
る
。

(6
)

同
氏
著

『
中
国
小

説
氏

の
研
究
』
第

二
部
第

二
章

「
関
索

の
伝
説
そ

の
ほ
か
」
。

(7
)

中
川
氏
は
他
に
英
雄
譜
本

・
毛
宗
闘

本

'
李

漁
本
を
も
挙
げ

て
お
ら
れ

る
が
、

英
雄
謡
本

(『
精
鋼
合
刻

三
国
水
溜
全
伝
』
)
は
、
文
章

に
異
同
が
見

ら
れ
る
の
で
、

」
こ
れ
を
除

く
。
ま

た
、
毛
宗
闘
本

と
李
漁
本
も
、
『
為
人
妙
』
作
者
が
目
脂
で
き
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
清
厭
な
の
で
、

こ
れ
を
除

い
た
。

二
千
年

八
月

二
十
六
日
。

付
記『

桜
陰
腐
談
』

(正
徳

二
年
、

一
七

一
二
、
刊
。
宝
永
七
年
、

一
七

一
〇
、
序
)

の
著

者
梅
国
は
、
『
三
国
英
雄
志
伝
』

を
目
賭
し
て

い
た

(巻

二
、

「関

羽

為
護
伽
藍
神
」
)
。
『
新
刻
按

鑑
演

義
全
像

三
国
英
雄
志
伝
』

(楊
美
生
本
。
大

谷
大
学
蔵
。
未
見
)

で
あ
ろ
う
。

か
よ
う
な
版
本
も
、
当
時
渡
来

し
て
い
た
か

ら
、
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

(と
く
だ

・
た
け
し

法
学
部

教
授
)

本
邦
最
初
の

『三
国
演
義
』
の
翻
訳
1

『為
人
㊤
』
に
就
い
て
ー

=
二


